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今月の概要









ジ相対量（Multiplicity of Infection, MOI）を精密に定めて、その有効性を初めて明らかに
した（J. Infectious Diseases，vol.187，613-624（2003））。
情報通信分野 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  6
膀中国政府、独自の標準仕様による光ディスク：EVDを発表
　中国政府は、10 月 28 日、中国独自の標準仕様による光ディスク、EVD（Enhanced 
Versatile Disk）を、政府主導のプロジェクトとして支援し普及の推進を図ると発表した。





























































































































































































































































した。EVD は Beijin E-World 社
















































































































































































































































































　11 月 11、12 日 に 2003 年 度
京都賞の受賞式および記念シン





















































Rice 大学の J. M. Tour ら、J. Am. 















（K.W.Guarini et al. “Low voltage，
scalable nanocrystal FLASH 


























Conference」が平成 15 年 10 月 10

































































































ットにおいて、EU の R&D 費を
2010 年までに GDP の 1.9％から
３％に増加することを決定した。





























15 ヵ国約では 94 万人、米国で
は 122 万人、日本では 66 万人、
（1999 年統計）
＊ 「科学と社会」には上記以外に「科学とガバナンス（Science & governance）」、「倫理（Ethics）」、「科学的認識の向上（Scientific awareness）」
プログラムが含まれる。









蘆  Mainstreaming Gender and Collecting Statistics in FP6（FR6期間内の女性と科学に関する進展状況の調査）
蘆  The Helsinki Group on Women and Science
　（欧州レベルで女性と科学に関する政策を討論するヘルシンキ委員会運営）
蘆  Women and Science Networks（欧州横断的な女性と科学のネットワークの創成）
蘆  Sex-disaggregated Statistics and Indicator on Women Scientists（女性研究者に対する統計指標調査）
蘆  Women in Industrial Research（WIR）（企業の女性研究者）
蘆  Promoting Gender Equality in Science in a Wider Europe
　（東欧など科学分野において男女平等に関する整備が不十分な国に対する現状調査と支援）
「科学と社会」の行動計画




















































































出典： She Figures 2002，Science and Society，European Commission を参照し、科学技術動向
研究センターにて作成
12































































　米国では 2003 年４月 24 日にプ
ログラムが改正され、「娘と息子
を職場に連れていこう（Take Our 

























プログラム名 目的 対象 ウェブサイト
Women in the




Be.ing― in Future together with Women 情報技術（IT）分野の女性の割合を増やす 若手の女性 www.be-ing.de





Initiative D21 IT分野の女性の割合を増やす 若手の女性 www.initiatived21.de





Chemistry in Context 化学を学ぶ女子学生を増やす 女子児童・学生 www.chik.de
企業の科学技術人材における女性比率の拡大　̶EUの政策と日本の課題̶












Equality） に 製 薬 会 社 で あ る
Schering（ドイツ）、が最優秀賞
として選ばれた。






















































Schering AG（ドイツ） 製薬 480 140（29％） 27（17％）






Ford European Research 
Center（ドイツ）
自動車製造 272 16（6％） 3（5％）


























































































































 （全回答企業 1,061 社に対する比率％）
出典： 「平成 14年度民間企業の研究活動に関する調査報告（文部科学省 科学技術・学術政策局）」
より
　図表８　我が国の研究者の不足等の状況
 （全回答企業 1,061 社に対する比率％）
出典： 「平成 14年度民間企業の研究活動に関する調査報告（文部科学省 科学技術・学術政策局）」
より
企業の科学技術人材における女性比率の拡大　̶EUの政策と日本の課題̶
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平成 15 年 11 月
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IETF（Internet Engineering Task 
Force）が、近年採択した技術仕
様の文書である RFC（Request 
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新計測技術：マルチプローブシステム　̶ナノ・生体材料の機能の直接計測を目指して̶
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